
1 草 刈 装 置

ウニモグ搭載回転円盤ピアノ線式、１．
５ｔダンプトラック搭載型、ブルドーザ搭
載型のアーム型の草刈装置であり、新
機種開発の一環として開発が進められ
た。タイプの違う３台の開発を行った。

昭和３８～４１年

2 ス ノ ー ロ ー ダ

市街地の投雪の不可能な場所で、雪を
飛散させずに排雪及びダンプ積み込み
可能な機械として開発された。

昭和４０～４１年

3
除雪トラック用ス
ノ ー プ ラ ウ

当時のｽﾉｰﾌﾟﾗｳで課題であったプラウ
の軽量化、曲面形状、懸架機構の浮
動・固定併用化、そりのゴム車輪化を
図ったプラウを試作し、実用機を直営施
工した。

昭和４１～４６年

4 氷 盤 破 砕 機

冬期間に発生する路面の氷雪盤を除去
する装置として、ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞをﾍﾞｰｽﾏｼﾝ
としたｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ型のﾛｰﾀﾘﾀｲﾝ式氷雪盤
破砕装置を試作開発した。

昭和４１～４３年

5 砂 散 布 装 置

回転円盤式自動送り装置付小型ﾄﾗｯｸ
搭載型の装置の開発を行ったものであ
る。

昭和４１年

6 高速ロータリ除雪車

当時１～２Ｋｍ／ｈ程度しか除雪できな
かったロータリ除雪車に対して高速で拡
幅除雪が可能なロータリ除雪車の開発
を行った。（ﾜﾝｽﾃｰｼﾞ型、除雪速度
20Km/h、840PS)

昭和４１～４５年
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7 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 掘 削 機

建設省直轄事業として全国初の国産ﾄﾝ
ﾈﾙ掘削機を採用した試験施工、浜田歩
道ﾄﾝﾈﾙ等で試験施工及び本格的人道ﾄ
ﾝﾈﾙ施工実施した。（3.2m～3.4m）

昭和４２～４４年

8 横 断 歩 道 橋

管内に架かる歩道橋の直轄製作施工

昭和４３～５４年

9 ホリゾンタルオーガ

道路の非開削工法として路面下を掘削
しあながら排水管を圧入する機械を試
作し、掘削トルク・圧入力・姿勢制御シス
テムの基礎資料を収集した。

昭和４４～４６年

10 ブ ロ ッ ク 据 込 機

河川護岸工事の各種根固めブロック据
付及び杭打ち工事等の水際作業の効
率化と作業範囲拡大化を図るため、水
上組立式台船（クレーンユニット付）を導
入開発した。

昭和４４～４６年

11
小型ロータリ除雪車
（ SC-3 型 ）

人力除雪に頼っていた歩道除雪作業を
機械化するために、ハンドガイド式の
ロータリ除雪車の開発を行った。

昭和４４～５３年

12
凍結防止剤プラント
の 製 作

貯砂用ストックヤード及び混合、選別、
各種積込装置により構成された簡易的
なプラントを製作。

昭和４４～５０年
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13
固定式路面凍結抑
制 剤 散 布 装 置

凍結状態の起きやすい箇所の路側に設
置して自動的に散布する装置を開発。

昭和４４～５０年

14 流 木 処 理 機

ダム湖面の流木、ゴミなどの処理を行う
ため一連の作業を省力化、能率化する
目的で、開発試作を行った。

昭和４５～４６年

15
ダム浮遊塵芥処理
装 置 （ 採 取 船 ）

ダムに硫化してくる比較的小形の浮遊
物の採取船の開発を行った。

昭和４８～４９年

16 気 球 撮 影 方 式

気球による空中写真撮影方式につい
て、撮影性能としての姿勢制御・被写体
に対する制御方法等の試作試験を行
い、気球撮影方式の確立を図った。

昭和４８～５０年

17
デリニェータ自動清
掃 装 置

人力で行っているデリニェータの清掃作
業を機械化するために、ガードレール清
掃車に架装する「デリニェータ清掃装
置」を開発。

昭和４８～５１年

18 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾊﾟｲﾙ方式

既製杭の打込方法であるドロップハン
マーやバイブロ工法があるが、いずれも
騒音、振動の問題があることから、スパ
イラル型杭のねじ込み貫入方式による
施工方法の開発を行った。

昭和４８～５０年
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19
改良型小型除雪機
（ SC-4) 搭 乗 式

ハンドガイド式の歩道除雪機から作業
能力等の向上を目的とした乗員式の歩
道除雪機の開発を行った。

昭和５３～５６年

20
除雪作業幅員可変
型ロータリ除雪装置

道路構造、沿道条件を考慮し道路幅員
の変化に対応しながら除雪の出来る作
業幅員可変型の除雪装置の開発を行っ
た。

昭和４９～５２年

21
簡易動力化装置
（ゲートリフター）

小型水門の操作員の高齢化等の問題
から、人力による開閉操作の低減及び
迅速化を図る目的で手持ち可能な簡易
式動力装置の開発を行った。

昭和５３～５５年

22 土 砂 掘 削 機

歩車道境界部、道路路肩部等への堆積
土砂を道路付属物に影響されずに安全
かつ能率的に処理する機械の開発を
行った。（乗員式歩道除雪機本体の有
効活用）

昭和５３～５７年

23
歩道除雪用プラウ
装 置

除雪グレーダの付属装置として、施工
速度が速く、少ない経費で歩道除雪が
可能な装置の開発を行った。

昭和５３～５５年

24
小型アスファルト路
面 整 形 機

アスファルト路面が流動等により帯状の
不陸が発生した場合に、大型機械によ
る交通障害を考慮し、小形のハンドガイ
ド式路面整形機の開発を行った。

昭和５４～５６年
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25
デリニェータ清掃装

置

道路維持用機械の多用途化を図り、機
械の利用効率などの向上を目的として、
ガードレール清掃装置を利用したデリ
ニェータ清掃装置の開発を行った。

昭和５５～５７年

26 高雪堤処理装置

多雪地帯の山岳道路における高雪堤
（４～５ｍ）のかき落としを目的として、既
存のロータリ除雪車に高雪堤処理機構
を付加して、雪堤のかき落としと投雪作
業をワンパスで施工できる除雪機械を
開発。 昭和５８～６１年

27
最高水位計（ブレー
キ板式・ラック式）

砂防、河川等での洪水時の最高水位を
簡易に測定できる最高水位計を開発。

昭和５８～６１年

28 高速圧雪整正機

プラウ系除雪機械は、除雪グレーダ・除
雪ドーザ・除雪トラック等が主であり、こ
れらは既存の土工機械等を除雪用とし
て一部改良して使用している現状である
ため、除雪の高速化、効率化を目的とし
て除雪専用機である「高速圧雪整正機」
を開発。

昭和６０～平成元年

29
歩道除雪機械（雪
水 混 合 型 ）

家屋連坦地区、狭隘道路において歩道
が屋根雪や車道除雪の堆雪スペースと
なっている。そのような場合、流雪溝と
組み合わせることにより、流雪溝の水を
吸上げ雪と混合し、再度流雪溝へ流す
連続的な除雪を可能にする機械の開発
を行うと共に雪のパイプ輸送の検討を
行った。

昭和６２～平成元年

30
水中水車駆動ポン

プ

河川の落差による自然エネルギーを利
用し、駆動用水車とポンプを組み合わ
せることにより、エンジンやモータなどの
動力源を必要としないポンプを開発。

昭和６３～平成４年
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31
舗装の自動化（アス
フ ァ ル ト フ ィ ニ ッ
シ ャ ）

アスファルト舗装工事の省人化・合理化
を目的として、従来フィニッシャに５要素
の自動化装置を搭載したロボットアス
ファルトフィニッシャを開発。

平成元～６年

32
据付作業の自動化
（ハンドリングマシ
ン ）

規格型コンクリート二次製品の据付作
業の合理化・作業安全の向上を目的と
して、油圧式バックホウをベースとした
ハンドリングマシンを開発。

平成２～４年

33 粗面形成ブレード

路面の滑り防止対策として、グレーダ除
雪作業時連続的に発生する鏡面全幅を
ﾘｱﾙﾀｲﾑに破壊することを目的として、
除雪ブレード（粗面形成ブレード）を開
発。

昭和６２～平成元年

34 雪 庇 処 理 装 置

防護用壁（法面落雪防止柵）、スノー
シェッド、トンネル等の雪庇処理は、従
来から人力で行ってきたが、作業環境
が厳しく危険度も高いことから、雪庇処
理装置を開発。

昭和６２～平成５年

35
都市型ロータリ除雪

車

交通量の多い市街地等の都市内にお
ける一般交通車両交通阻害の解消、除
雪作業の効率化を目的として、都市型
除雪車としての仕様を検討し、都市型
ロータリ除雪車を開発。

平成２～７年

36 突 入 防 止 車

路上工事における、もらい事故を防止す
るため、突入防止車と交通誘導ロボット
を組み合わせた突入防止施設を開発。

平成２～５年
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37 草 刈 車

堤防除草は、主に「肩掛け式」及び「ハ
ンドガイド式」により施工されている。一
部では「履帯式草刈機」が使用されてい
るが、方向転換時や作業中に法面を痛
める等の問題がある。従来の草刈り機
械に関する問題を把握し、前輪駆動・前
輪操舵の「ホイール式草刈車」を開発。

平成２～５年

38
トンネル内装板清
掃 車

トンネル清掃作業による交通障害の発
生、並びに追突事故を防止するため、ト
ンネル内交通に与える影響が少ないト
ンネル内装板清掃機械を開発。

平成２～７年

39 振 動 抑 制 装 置

除雪グレーダは構造上振動が発生しや
すく、また一旦振動が発生すると減勢し
にくい等の問題があり、オペレータの作
業環境改善と回送速度の向上を目的と
して、振動抑制装置を開発。

平成２～４年

40
除 雪 ト ラ ッ ク
（ 10t ４ × ４ ）

除雪作業の効率化・迅速化を目的とし
て、前軸の許容加重をアップさせ多機能
化を図り、また１０ｔ６×６の除雪能力と７
ｔ４×４並の機動性を有する除雪トラック
を開発。

平成５～７年

41
視界改善型除雪グ
レ ー ダ

除雪グレーダには車体の構造上、振
動・騒音・視界不良・立ち姿勢などの問
題がありオペレータへの負担が増大し
ていることから、既存の技術である振動
抑制装置・フローティングキャブ等、また
視界改善型キャビンを搭載した除雪グ
レーダを開発。

平成３～５年

42
接近検知型バック
ホ ウ

建設現場での機械施工の増加に伴い、
建設機械に係わる事故も増加している。
事故実態調査で件数が多かった作業員
とバックホウとの接触事故を防止するた
め、センサを用いた接近検知型バックホ
ウシステムを開発した。 平成５～９年
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43
除雪グレーダ（ジョ
イ ス テ ィ ッ ク ）

除雪グレーダの操作環境の問題を検討
して、操作の簡略化、作業の安全確保
を図り、省人化に対応できる除雪グレー
ダを開発。

平成５～９年

44
凍結抑制剤散布車
（自動散布システ
ム ）

熟練オペレータと同様な散布作業を行
いながら、作業の省人化、散布量の適
正化を目指した「凍結抑制剤散布車の
自動散布システム」を開発。

平成７～９年

45
歩道除雪機械（ジョ
イスティック、効率
向 上 ）

歩道除雪延長の拡大に対応し、多様な
雪質に対し効率的に対応できるよう除
雪能力、操作性を向上させた小形除雪
車を開発。

平成８～１０年

46 路 面 補 修 車

小規模な路面の欠損部（ポットホール
等）を比較的耐久性のある合材等により
短時間に補修できる機械を開発し、作
業による交通障害を抑えるとともに省人
化、安全性の向上を図る。

平成８～１１年

47 運 搬 排 雪 車

人家連坦地区や立体交差部など道路
外へ投雪出来ない箇所の路側堆雪を小
規模なうちに効果的に除去し、交通障
害の低減を図る除雪機械及び工法の開
発

平成１１～１３年

48
樋門樋管等遠隔監
視 操 作

出水時における樋門樋管設備の情報を
出張所等の河川管理者に自動的に伝
達する装置を開発。

平成１３～１５年



写真・図等開発年度番号 名 称 概要

機械関係開発の歴史

49
除雪機械アタッチメ
ン ト （ 通 年 活 用 ）

除雪機械を冬期以外の期間に有効活
用出来る方法について検討し、排水装
置及び標識装置を装備した車両をそれ
ぞれ開発。

平成１３～１５年

50 河 川 ゴ ミ 清 掃 船

河川ゴミは岸辺に生い茂る草木や水面
に顔を出している草木に草木に絡みつ
いていたり、淀みに滞留していて手が届
かないなど全面的に収集できない状態
にある。そこで、河川内のゴミ収集方法
を検討し漂着ゴミの清掃船の開発。 平成１３～１５年

51
幅員可変型小形除
雪 車 の 開 発

同一工区内の歩道でも、広幅員歩道と
狭隘歩道が混在し、歩道幅員に追従し
た連続除雪が困難であることから、除雪
幅員の可変が可能な歩道除雪車の開
発を行ったものである。

平成１４～１６年

52
除雪トラック（切削
角可変型プラウ）

除雪トラックは高速除雪が可能な唯一
の除雪機械であり、その高速性から経
済性、機能性に優れた除雪機械である
ため、路外投雪不可能箇所でも高速性
を維持し、除雪作業を可能とするプラウ
装置を開発。 平成１６～１７年

53
狭小型ハンドガイド
式 小 形 除 雪 機

除雪幅０．８ｍでエンジン出力の向上に
伴い、除雪能力向上の実現とした狭小
型ハンドガイド式歩道除雪機の開発。ま
た、第３者巻き込み対策としてオーガ安
全カバーを開発及び当該機械に装備

平成１８～１９年

54

除雪支援装置の開
発

（情報化技術の活
用 ）

既存の情報化技術を活用し、経験の浅
いオペレータでもベテラン同様の作業効
率と品質、安全性を確保し、コスト縮減
を図る除雪作業支援装置を開発。

平成２０～２１年

※除雪作業支援装置構成内

容 

モニタ表示内容 
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